
～「幸せ」にいつまでも住み続けられるまちづくり～

産学官民連携による人口減少対策

若狭町



若狭町の位置

平成17年3月誕生
人   口   13,720人
世 帯  数   4,944世帯
高齢化率      35.8％
集落の数      89集落



若狭町の紹介

三方五湖＠レインボーライン 鯖街道 熊川宿 名水百選 瓜割の滝

アオリイカ うなぎ 福井梅



若狭町の人口

●人口の状況

【令和2年国調人口】

●人口：   14,003人

【平成17年度からの減少率】

●減少率：16.5%

【令和2年度高齢化率】

●高齢化率：36.4%



若狭町の人口

●人口の予測
国立社会保障・人口問題研究所が平成30年に行った若狭町の人口予測

14,003
12,471

令和5年12月

11,425
10,452

9,511
8,627 61.6%



若狭町のまちづくり



福井大学との取り組み
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福井大学との取り組み

○エコ住宅団地の整備計画の検討

○エコ住宅の指針作成

○自然環境整備の検討

エ
コ
住
宅
研
究
部
会

○公共施設の管理運営の検討

○アンケート調査

○構想のＰＲ活動・ソフト事業の推進

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
会

○各種自然エネルギーの可能性の検討

○自然エネルギーの機種の検討

○費用便益と活用方法の検討

自
然
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

若狭瓜割エコ住宅団地を創出する

住みたくなるモデル地域を創出する

自然と共生する暮らしを創出する



福井大学との取り組み

若狭瓜割エコ住宅団地を創出する

エコ住宅研究部会

【監修】福井大学建築建設工学 野嶋慎二教授

【委員】町内建築業者、造園業者、ミサワホーム、地元自治会、町内移住者、学生 etc

【趣旨】エコで住み続けたくなる住宅団地の創出

【特徴】名水「瓜割の水」が住宅内を循環、緑地を増やし、白舗装により、体感マイナス３度を実現



福井大学との取り組み

若狭瓜割エコ住宅団地を創出する

・50人が町外から移住（令和7年度現在）

【概要】・造成面積 約１５，０００㎡ ・分譲数２６区画

・既存集落とエコ住宅団地の融合型で、住み続けたくなる環境を創出

・移住者がカフェをオープンしコミュニティが向上



福井大学との取り組み

自然と共生する暮らしを創出する

自然・エネルギー部会

【監修】福井工業大学 西岡哲平教授

【委員】関西電力、ニチコン、地元自治会、地元農園、学生 etc

【趣旨】自然との共生を目指す環境整備と、それに伴う観光施設の魅力向上

【特徴】名水「瓜割の水」を動力とした観光用木製水車と発電用小水力水車による活用モデル整備



福井大学との取り組み

自然と共生する暮らしを創出する

・地元住民の地域への誇りを醸成し、活力を向上

【概要】・観光地「瓜割名水公園」に木製水車を復元

・瓜割名水で育まれた蕎麦を木製水車で引き、蕎麦粉を売店で販売

・売店には学生によるロゴを制作

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・学生が水車イメージをデザイン
・水車の復活は地元集落の長年の要望
・瓜割名水で育んだソバを、瓜割名水で動く水車で挽き、瓜割公園で販売。
・学生が魅力を上げるためにロゴを制作



福井大学との取り組み

自然と共生する暮らしを創出する

・地元企業と共同開発

【概要】

・手軽にできる小水力発電システムを構築

・観光地を利用し取り組みを発信

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・地元企業、ワカサマツバと共同開発
・枯れることのない瓜割名水をどこまで電気エネルギーにできるかの実験
・手軽な小水力発電システムで災害時に活躍
・水力発電で木製水車のライトアップや駐車場の街灯に使用
・太陽光発電により、売店の電気を賄う



福井大学との取り組み

自然と共生する暮らしを創出する

・立命館大学との連携活動

【概要】

・自転車のリムを利用した小水力発電について学習

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・立命館大学　大窪健之教授による災害時の発電学習
・自然を活用して手軽に電気が起こせることを学習する



若狭町スマートエリア構想

「持続可能な人口減少社会の実現」を実現するため、上中地区に

「社会機能」「住民生活」「定住」を好循環させる中核エリアを設定し、

住民の暮らしが安定することで持続的なまちを先導する。

福井大学との取り組み



福井大学との取り組み

スマートエリア

重点エリア

モデル分譲地

スマートポール

上中駅



若狭町スマートエリア構想
「社会機能」「住民生活」「定住」の好循環

福井大学との取り組み



若狭町スマートエリア構想

福井大学との取り組み



若狭町スマートエリア構想

福井大学との取り組み



若狭町スマートエリア構想

福井大学との取り組み



福井大学との取り組み
スマートエリア構想完成状況



福井大学との取り組み
スマートエリア構想完成状況

子どもの見守りシステム
子どもの見守り対策としてデジタルを活用した見守りシステムを構築
通学路を中心に見守りルーターを設置し、 専用端末を持った子どもが見守りルーターを通過時に保護者に通知

イメージ



福井大学との取り組み
スマートエリア構想完成状況

スマートポール
地域の安全・安心の充実と見守り対策として多機能ポール (スマートポール) を設置
スマートポールには外灯機能、防犯カメラ機能、見守り受信機能を搭載
・ インターネット上でカメラの映像をリアルタイム視聴、録画・再生
・ 通常は防犯灯として機能し、災害時は紫等に自動点灯し注意喚起
・ 専用端末を持った子どもがポール通過時に保護者に通知

イメージ



福井大学との取り組み

ご清聴ありがとうございました
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